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序　　文

　本書は高原町教育委員会が、国・県の補助金交付を受けて実施した埋蔵文化財発掘調査報告書です。
　高原町は霊峰高千穂峰をいただく、神話と歴史に溢れた町です。特に「高原」という地名は、「高天原」から転化
したと言われており、町内各所に神話にまつわる地名が残されています。高原町は初代天皇である神武天皇の御降誕
地であり、また若年期に過ごされたという伝承をもつ場所としても名高い町であります。　
　高原町では各種開発に対し、埋蔵文化財の保護を目的とする試掘調査を行っており、協議における基礎資料として
います。
　今回の調査で得た様々な成果が、文化財行政の一資料としてだけでなく、学校教育や生涯学習の場で活用され、埋
蔵文化財の保護に対する認識と理解の一助になることを期待しています。
　最後になりましたが、この発掘調査にあたり、多大なる御理解と御協力をいただきました土地所有者の方や周辺住
民の方々をはじめ、御指導・御援助をいただきました関係諸機関の方々に心から御礼を申し上げます。

　　　令和 2年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高原町教育委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　西田　次良

例　　言

１　　本書は、高原町が平成 30年度に国宝重要文化財保存整備費補助金及び宮崎県埋蔵文化財緊急調査補助金を受　　
　　けて実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２　　補助事業の事業主体は高原町、調査主体は高原町教育委員会である。

３　　調査の目的は、畑地帯総合整備事業に伴う確認調査である。

４　　現場における記録写真撮影及びトレンチの配置図・土層柱状図の作成・作図、調査概要の作成は玉谷が行った。

５　　本報告書の執筆・編集は玉谷が行った。

６　　写真撮影についてはNIKON　D850 で撮影を行った。

７　　各種記録類は、高原町教育委員会で保管している。　
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１　�　本書は、高原町が令和元年度に国宝重要文化財保存整備費補助金及び宮崎県埋蔵文化財緊急調査補助金を受

けて実施した埋蔵文化財発掘調査報告書である。
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第２図　調査区位置図

第１図　遺跡位置図

1 川平遺跡　２崎原第１遺跡 　３中野遺跡　４広木遺跡　５立切第１遺跡
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第２図　調査区位置図

第１図　遺跡位置図

1 川平遺跡　２崎原第１遺跡 　３中野遺跡　４広木遺跡　５立切第１遺跡

川平多目的研修
集会施設
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調査対象地
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　　調査の方法、概要

所在地　高原町大字後川内 1428-1
調査面積　10㎡
調査原因　農業基盤整備
調査期間　令和２年３月
調査後の措置　工事削平

　当該地は川平遺跡に含まれており、農業基盤整備の計画地に含まれている。川平遺跡では詳細分布調査において
古墳時代から古代の遺物が採集されている。調査に当たり、トレンチを２か所設定し、重機にて掘り下げを行った。
遺物包含層と思われる層はできるだけバケットでの掘削を浅めにして慎重に掘削を行った。
　出土遺物は Tr.1 では磨石が出土した。Tr.2 では網代底の土器が出土した。遺構は確認出来なかった。
　また、トレンチを入れて確認したところ、当該地においては旧地形は北方向にやや傾斜していた。Tr.2 ではア
カホヤ火山灰上の遺物包含層がほぼ残存していた。またにぶい黄褐色を呈する高原スコリアが部分的に残存してい
た。なお下層まで掘削し、土層を確認したところ、Tr.2 ではⅤ～Ⅸ層の混ざりが少なく、層としてしっかり堆積
しているのに対し、Tr.1 は層理面が不明確で層としての堆積が乱れている状態であった。
　このことより、当該地では耕作土より下はアカホヤ火山灰上の遺物包含層が残存していると考えられる。
　

第３図　トレンチ配置図
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　遺物は Tr.1 では磨石が出土した。Tr.2 では網代底の土器が出土した。遺構は確認出来なかった。
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４．調査終了状況　北から
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Ⅰ　にぶい黄褐色粘質土（10YR5/3）
　　　耕作土。
Ⅱ　黒褐色色粘質土（10YR ３/2）
　　　旧耕作土。　
Ⅲ　黒褐色シルト質土(2.5YR3/2)1mm以下の白色粒を含む。　
　絞まりゆるい。
Ⅳ　黒色シルト質土 (10YR2/1)3mm以下の橙色軽石を含む。　　　
　1mm以下の白色粒を含む。
Ⅴ　暗灰黄シルト質土 (2.5YR5/2)10mm以下の橙色軽石を含
　む。1mm以下の白色粒を含む。かたくしまる。
Ⅵ　黄橙色シルト質土 (10YR7/8) 黄橙色パミス 1cm以下の
　黄橙色パミス。ややしまりあり。　
Ⅶ　褐灰色シルト質土 (10YR5/1)2mm以下の橙色軽石、　　
　1mm以下の白色粒を微量含む。　
Ⅷ　黒色シルト質土 (10YR2/1)1mm以下の白色粒を含む。か
　たく絞まる。
Ⅸ　黒褐色粘質土 (10YR3/1)8mm以下の黄橙色、橙色軽石を
　多く含む。
Ⅹ　暗褐色粘質土(10YR3/3)10mm以下の黄橙色軽石を含む。
　3mm以下の橙色軽石を含む。1mm以下の白色粒を多く含
　む。やや絞まりあり。

◁　土器出土地点

第４図　各トレンチ土層柱状図

１．Tr.1 土層堆積状況　西から

３．トレンチ埋め戻し状況

２．Tr.2 土層堆積状況　西から
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 　川平遺跡においては詳細分布調査で古墳時代から古代の遺物が採集されている。今回２本のトレン
チを設定し調査を行ったところ、アカホヤ火山灰上の黒色土層内から、磨石、網代底の土器が出土した。
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